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荊
渓
湛
然

の

『金
剛
〓
』
の
問
題
点

呉

鴻

燕

本
論
は
荊
渓
湛
然

が
撰
述
し
た

『金
剛
〓
』
に
説
く

「假
夢
寄
客

」
(大
正
四
六
・
七
八
一
上
)

の
文
学
的
背
景
と

「無
情
」

の

用
語
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
一
)

論
箏
の
相
手

従
来
、
本
書
は
特
定
人
物

の
説
を
対
破
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が

(註
略
)
、
筆
者
は
対
論
相
手
が

一
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

文
中

(七
八
五
上
)
に
、
「大
乗
諸
師
」
と

「斯
等
」
の
語
が
複
数
の
意

味
で
あ
る
と

い
う
の
が

一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
さ
ら
に

「假
夢
寄
客
」

と
い
う
隠
喩
的
な
表
現
は
何
か
曖
昧
な
気
分
を
伝
え
る
。
こ
の
文
学
的

背
景
を
探

る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
論
述
の
立
場
が
推
定

で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

古
来

よ
り
、
中
国

の
文
人
は
夢
に
託
し
て
自
ら
の
心
情
を
表
す
例

が
少
な
く

な
い
。
孔
子
は
常
に
周
公
を
夢
に
み
、
『左
伝
』
に
は
夢
に

　
ユ
　

つ
い
て
三
十

あ
ま
り
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。
荘
子
の
夢
は
寓
意
が
最
も

意
義
ぶ
か

い
と
言
わ
れ
る
。
「荘
周
夢
蝶
」

の
話
は
後
世

の
小
説
や
詩

な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。
智
〓

の

『摩
詞
止
観
』

(大
正
四
六
・
五
五
下
)

で
も

一
念
心
を
説
く
段
で
、
「荘
周
夢
蝶
」
を
喩

え
と
し
て
使

っ
て
い

る
。
寓
言
は
自
分

の
意
見
を
直
接
述
べ
ず
、
他

人
の
口
を
か
り
た
り
、

　
　
　

外
物
に
託
す
と

こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
特

性
を

『金
剛
?
』
の
表

現
法
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
第

一
の
問
答
形
式

は

「賓
主
問
答
」
に
、

第
二
の
擬
人
化
は

「寄
客
」
に
、
第
三
の
虚
構

、
作
り
話
は

『假
夢
』

に
、
第
四
の
誇
張

の
特
性
は

「野
客
」
に
当
た

る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
寓
言
に
よ
る
表
現
を
み
る
と
、
湛
然

は
論
箏
の
相
手
を
隠

そ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
、
対
論

の
相
手
は
特
定
の

一
人

で
は
な

く
、
当
時
の
仏
性
に

つ
い
て
の
見
解
を

一
般
論

と
し
て
と
り
あ
げ
た
と

推
測
で
き
よ
う
。
当
時

は
諸
宗
派
の
仏
教
学
が
盛
ん
で
あ

っ
た
た
め
、

湛
然
自
身
、
宗
派
的
な
対
抗
意
識
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
湛
然
は

自
分

の
言
い
分
を
鮮
明
に
ァ
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

し
て
、
寓
言
の
表
現
形

式
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
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(
二
)

「無
情
」

の
用
語
に
見
ら
れ
る
天
台
教
学

の
変
遷

「無
情
仏
性
」
の
表
現
は
、
智
〓

の
三
大
部
で
は

一
度
も
使
わ
れ
ず
、

「無
情
」
と
同
義
の

「非
情
」

「非
有
情
」
の
語
も
全
く
み
ら
れ
な
い
。

天
台
教
学

で
頻
繁
に
依
用
す
る

『大
智
度
論
』
に
も
こ
れ
ら
の
用
語
は

表
わ
れ
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『金
剛
鉾
』

の
中
で
も
論
じ
て
い

る

(七
八
三
上
)
。
し
か
し
、
湛
然
の
三
大
部
の
注
釈
書
に
は
、
こ
れ
ら

の
用
語
が
二
十
五
箇
所
あ
る
。
『文
句
』
(大
正
三
四
・六
〇
中
)
が
、
衆

生

・
非
衆
生
と
表
現
し
て
い
る
の
に
、
湛
然

『文
句
記
』

(大
正
三
四

・

二
五
〇
下
)

で
は
有
情

・
非
情
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

智
〓

の
三
大
部
に
は

「倶
舎
」
の
言
葉
は

一
箇
所
も
見
あ
た
ら
な
い

が
、
湛
然

の
三
大
部
の
注
釈
書

に
お
い
て
は
、
「倶
舎
云
」

の
用
例
は

一ω
刈
箇
所

に
み
え
る
。
真
諦
訳

『倶
舎
論
』
で
は

「無
情
」
「非
情
」
「非

有
情
」
の
語
は

一
箇
所
も
見
あ
た
ら
な
い
が
、
同
本
異
訳
の
玄
　
訳
に

お
い
て
は
、

箇
所
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
「無
情
」
の
語
の
依
用

根
拠
は
玄
婁
訳

『倶
舎
論
』
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
関
係
を
検

証
し
て
み
る
と
、

玄
奨
訳

『
倶
舎
論
』
に
、
「諸
地

獄
卒
是
有
情

不
。
有

説
、
非
情

、
如
何
動
作
。

有
情

業
力
」

(大
正

二
九

・
五
八
下
)

の
文
章

が
あ
る
。
獄
卒
が
衆
生
で
あ
る
か
、
非
衆
生
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
に

つ
い
て
、
『文
句
』
(六
〇
中
)

の
解
釈
で
は

「攣
化
」
に
よ

る
と
し
て
い
る
が
、
湛
然
の

『文
句
記
』
で
は

「有
情
非
情
、
並
是
共

業
所
感
」
(二
五
〇
下
)
、
す
な
わ
ち
、
獄
卒
が
有
情
と
見
え
、
非
情
と

見
え
る
の
は
共
業
の
所
感

で
あ
る
と
註
解
す
る
。
こ
の
解
釈
は

『倶
舎

論
』
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
湛
然
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
か
ら
、
『金

剛
鉾
』
で

「
一
塵

一
心
、
即

一
切
生
佛
之
心
性
。
何
濁
自
心
之
有
無
耶
。

以
共
造
故
。
以
共
攣
故
。
」
(七
八
二
下
)
ま
た
、

「依
報
共
造
。
正
報
別

造
」
(七
八
三
中
)
と
述

べ
る
。
い
ず
れ
も
有
情
業
と
共
に
依
報

の
国
土

も
造
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「無
情
」
の
語
は
、
新
訳
時
代
に
入

っ
て
か
ら
出
て
き
た
言
葉

で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
湛
然

の
三
大
部

の
注
釈
書
で

「倶
舎
云
」
の
用

例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
湛
然
教
学
に
お
い
て
新
訳
経
論
の
影

響
に
よ
る
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(三
)

湛
然
の
無
情
義

湛
然
の
無
情
仏
性
説
は
、
従
来
、
中
国
的
自
然
観
に
も
と
つ
く
万

物

一
体
観
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
筆
者
は
彼
が
天
台
教
学
を
忠
実
に
把
握
し
た
う
え
で
、
無
情

仏
性
説
を
唱
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
『大
智
度
論
』
(大
正
二
五

・
一
六
八
上
と
五
三
一二
下
)
で
は
、
非
衆

生

の
語
は
、
た
だ
山
石
や
樹
木
な
ど
を
意
味
す

る
だ
け
で
な
く
、
疾
病
、

飢
渇
、
寒
熱
、
墜
落
な
ど
の
、
人
間

の
感
覚
や
、
病
気
や
災
害
ま
で
を

総
括
す
る
語
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
湛
然
の

『文
句
記
』
で
は
、
「忍

無
情
悩
。
名
爲
法
忍
、
謂
寒
熱
、
風
雨
等
。
」

(二
八
三
上
)
と
記
し
て
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お
り
、
こ
の
無
情
の
概
念
は

『大
智
度
論
』
の
非
衆
生

の
考
え
に

一
致

し
て
い
る
。

玄
　
訳

『倶
舎
論
』
(五
七
上
～
中
)
で
は
、

一
切

の
現
象
は
有
情
衆

生
の
業
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『金
剛
〓
』

(七

八
三
中
)

で
は
、
依
報

(国
土
)
は
共
に
造
る
も
の
、
正
報
は
別
に
造

る
も
の
で
あ
る
か
ら
色
は
す
な
わ
ち
心
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た

「猶
業

力
造
、
造
遍
三
界
。」

(七
八
三
下
)
と
述

べ
、
三
界
が
業
力
に
よ
っ
て

造
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
湛
然

の
無
情
仏
性
説
は
、
『大
智
度
論
』
に
よ
る

「非
衆

生
」
の
教
説
内
容
と

『倶
舎
論
』
に
お
け
る
非
情
は
有
情

の
業
に
よ
っ

て
立
て
ら
れ
る
と

い
う
説
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
湛
然

の
無
情
仏
性
説
が
万
物

一
体
観
に
よ
っ
て
成
立

し
た
思
想

で
あ
る
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
有
情
と
無
情
が
共
存
す
る

世
界
を
想
定
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

(
四
)

ま

と
め

以
上
、

「假
夢
寄
客
」
と
い
う
隠
喩
的
な
文
学
背
景
を
考
察
し
た

結
果
か
ら
、
論
争
の
相
手
は
特
定
人
物
を
指
す
の
で
は
な
く
、
当
時
の

仏
性
に
つ
い
て
の
見
解
を

一
般
論
と
し
て
と
り
あ
げ
た
と
推
測
で
き
よ

う
。
ま
た
、

「無
情
」
は
新
訳
に
よ
っ
て
出
て
き
た
言
葉

で
あ
る
こ
と

と
、
三
大
部

の
注
釈
で

「倶
舎
云
」
の
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
湛
然

に
い
た

っ
て
天
台
教
学
に

一
つ
の
攣
化
が
生
じ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
湛
然

の
無
情
仏
性
説

の
形
成

は
、
『大
智

度
論
』
に
よ
る

「非
衆
生
」
の
教
説
内
容
と

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
非

情
は
有
情
の
業
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
と
い
う
説
に
基
づ
い
て
構
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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荊
渓
湛
然
、
無

情
仏
性
、

『金
剛
〓
』

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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